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6
下から１１行目

子ども調査では、全体では「反対」・・・・

『全体では「反対」』と記載があるが、この文書を初めて読む人には何が『反対』なのかが、不明

確である。

何について「反対」なのかを記載したほうが良い。

前の文章の「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という意識についての回答です。わか

りやすくするため、ご指摘の文章を改行せず、接続詞を加えて前の段落に続ける形に修正いた

します。

地域共生

課

7 育児休業取得率
育児休業取得率12.1％というのは男女計だと思いますが、育児休業取得率は男女別で表

記することが一般的ですし、その方がより実情が分かると思います。
ご意見を踏まえ、「12.1％（男性4.8％、女性17.5％）」の表記に修正いたします。

地域共生

課

12
上から６行目

前回調査と比較すると・・・

前回調査と比較すると、「育児で預けられる施設やサービスが不十分だった」と「就業や家事分

担に対

する配偶者・パートナーや家族の理解と協力が得られなかった」については、それぞれ4.2 ポイン

ト、

3.4 ポイント増加していることについてはよい傾向となりましたが・・・

不十分や理解協力が得られなかったという否定的な意見が増加したように受け取められる。

「否定的な意見が減少」であれば「良い傾向」として理解できるが、この表現は変更したほうが

良い。

表現に誤りがございましたので、以下のとおり修正いたします。

「前回調査と比較すると、『育児で預けられる施設やサービスが不十分だった』と『育児で配偶

者・パートナーや家族の理解と協力が得られなかった』については、それぞれ4.2 ポイント、3.4

ポイント増加していることからも、女性は働き続けるための障壁が多様であり・・・」

地域共生

課

P23以降 「具体的な取り組み」→「担当課」
各項目内容において専門とする「各課」が担当されている（される）と思いますが実施後の進

捗、効果、結果の取りまとめ、フィードバックの方法はどのようにされるのでしょうか？

本プランに位置付けた取り組みは、日進市男女平等推進条例第二十一条に基づき、毎年

度、実施状況についての報告書を作成し、公表しています。また、男女平等推進審議会等に

おいていただいたご意見を各課等へも情報提供し、本プランの推進に取り組んでいます。

地域共生

課

23
B

「女性の人権ホットライン」の文言

２０２５年１０月から、「みんなの人権１１０番」に統合され、「女性の人権ホットライン」の

電話はなくなりました。
「女性の人権ホットライン」の文言を「みんなの人権１１０番」に変更します。

地域共生

課

24
②の赤文字

次世代の男女平等意識の形成するため　　・・・意識の形成をするため　というように「を」を入

れる

または、「意識の形成を助長するため」とする。

「意識の形成するため」は日本語的におかしいと思われる。

誤字を直し、「次世代の男女平等意識形成のため」に修正します。
地域共生

課

26
パートナーシップ宣誓制度等の調査研究を行

います。

「パートナーシップ宣誓制度」を導入し、更に「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」に拡

充しているが、「調査研究を行います。」のままでよいか。「パートナーシップ宣誓制度を周知しま

す。」とか、「パートナーシップ宣誓制度を周知し、多様な生き方についての社会的理解を促進

します。」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度について周知します。」に修正いた

します。
地域共生課

29

①　表中　A

女性のための起業支援セミナーや再就職支

援セミナー　　産業観光課

先のNHK番組で　「元看護士」の再就職について放送されていました。　元歯科衛生士　　元

介護士　元保育士　　元幼稚園教諭　などへの再教育（最新設備の使用法法や考え方）

の場を設け市が主体となって病院・クリニック、保育園・幼稚園、場合によってはそれらの特殊な

仕事に携わることができる企業を集めて、企業展のような（ほとんどが企業ではないと思われる

ので）就職、採用活動の場を設けるのはいかがでしょうか？

令和６年度には、介護・看護・保育・警備・運輸・建設などの人材不足分野を対象とした就

職相談会を実施しており、こうした取り組みを拡張する形で実施するなど検討の余地はあると

思います。引き続きより多くの人材が再就職の機会を得られる施策を検討してまいります。

産業観光

課
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30

市内公共施設において、更新及び大規模改

修の際は、保護者の性別にかかわりなく使用

できる授乳及びおむつ替えスペースの設置カ

所数を増やすことを検討します。

「増やします。」から「増やすことを検討します。」では計画が後退しているのでは、今回、どのタイ

ミングに設置できるかという部分など、新たにより具体的な記載をするという主旨であれば、「更

新及び大規模改修の際に、・・・・設置を図り、設置カ所数を増やします。」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、「～設置カ所数を増やします。」に変更いたします。 財産運営課

31

良好な保育環境の維持や保育需要の多様

化に対応するため、既存施設の改修・修繕

及び、一時保護、長時間保育、病児保育

等について、計画的な充実を図ります。

「計画的な充実を図ります。」の記載がわかりにくいのでは、例えば「良好な保育環境の維持や

保育需要の多様化に対応するため、既存施設の計画的な改修・修繕を行い、一時保護、長

時間保育、病児保育等についての充実を図ります。」とし、計画的に改修、修繕を行う部分

と、充実を図る部分を分けるとか、「計画的に既存施設の改修・修繕を行い良好な保育環境

を維持し、保育需要の多様化に対応するため一時保護、長時間保育、病児保育等について

の充実を図ります。」保育環境の維持と、保育需要の多様化への対応を分け記載したほうが

がわかりやすいのでは。

計画的な充実を図るのは、既存施設の改修・修繕だけでなく、一時保護、長時間保育、病

児保育等についても対象となるため、記載についてはこのままとさせていただきます。
保育課

35
②　　表中　B　C

B　C　「ジェンダーについても意識した」　は言葉の解釈が難しい。

具体的な取り組みに記載されているように　　「ジェンダー平等の視点を取り入れて意識し

た・・・」としたほうが理解しやすい。

ご意見を踏まえ、具体的な取り組みの表現に合わせます。
地域福祉

課

35 担当課　福祉会館

担当課の部分に福祉会館があるが、福祉会館、福祉相談室、商工業支援室を記載し、館、

室まで記載するか、地域共生課、産業観光課、地域福祉課とし課までの記載とするか、統一

したほうがよいのでは。

ご指摘のとおりですが、各事業が福祉会館で実施されており、わかりやすい表記のため、このま

まとさせていただきます。
地域共生課

36

B

ジェンダー平等等の視点を取り入れた避難生

活の支援

「女性特有の保健衛生・物資の供給への配慮等、備蓄品や 設備の充実に努めます。」とあり

ますが、「・・・備品や設備の充実と女性職員の適切な配置に努めます」など、人的配置にも配

慮があるといいです。

避難所内での物資配布については、市職員ではなく避難者（地域の方）で構成する「物資

係」が担うところになります。そのため、「女性職員の適切な配置」については記載することはでき

ませんが、本市での避難所開設運営訓練では、女性目線での避難所運営の必要性について

説明したり、各係のリーダー・サブリーダーどちらかを女性にするよう地域の方にお願いしておりま

す。

防災安全

課

37
Ａ

市民に向けたＤＶ防止理解 促進の啓発

「市民に向けた・・・」とありますが、今、DVの中でも「デートDV」がポイントの一つになっていま

す。内容の中に、若者に向けた防止の活動が示されているとよいと思います。

昨年度までは、市内の中学３年生に関係リーフレットが配付されていました。

本取り組みでは、全世代を対象に啓発をしている状況です。具体的には、日進市男女平等

推進状況報告書にあるとおり、「中学生向けにデートDV 防止の啓発を行う」ことも年度ごとの

予定とし啓発をしています。今後も、引き続き、全世代に対する啓発に取り組んでいきます。

地域共生

課

38 ②ＤＶ被害者の支援

離婚後の共同親権の選択を可能にする改正民法（令和6年法律第33号）が令和8年4

月1日施行されます。被害者支援への影響（マイナスの影響）が危惧されています。法の施

行直前に公表されるプラン見直しである以上、この点に触れるべきで、例えば、「改正法の施

行により、ＤＶ被害者の支援に支障が生ずることがないよう、その正確な趣旨や内容につき適

切に周知を図るとともに、支援に当たる者に対し、必要な研修を行う」などといった記述を加筆

すべきと考えます。

ご意見を踏まえ、民法の改正についての記載を追記します。具体的には、38ページ本文の「～

一体的に取り組みます。」の後に「令和8年4月施行の民法改正により、DV被害者の支援に

支障が生ずることのないよう、その正確な趣旨や内容について理解した上で適切に対応する必

要があります。」の一文を追加します。

地域共生

課

41

基本項目Ⅲ

７　　８　　１０

昨年度の数値から下がるのは「目標」となるのか？

下げた数値のままでは「昨年からは何も改善しません　数値が下がっても責任はありません」と

言っているようなものではないのか？

令和7年度の目標値については、令和3年に同プランを策定した際に設定した数値です。今年

度策定する中間見直し版は、令和8年度から運用するものであり、令和7年度の目標値につ

いては、今回の見直しの対象外とさせていただきます。

地域共生

課

41

番号なし（表中）

父親向け子育て講座の参加者数

昨年度の数値から下がるのは「目標」となるのか？

下げた数値のままでは「昨年からは何も改善しません　数値が下がっても責任はありません」と

言っているようなものではないのか？

父親が集まるイベントの立案が求められる。

父親向け子育て講座については、今後も実施してまいりますが、対応職員数、会場規模、運

営体制などから安全かつ効果的に実施でき、父親にとって有意義な講座内容となるような質の

確保が重要と考えているため、令和7年3月に策定した第三期日進市子ども・子育て支援事

業計画においては、数値目標を掲げず「実施」を目標としています。表もそのように修正します。

Ｐ.30の指標も併せて修正します。

子育て支援

課
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41

番号なし（表中）

市職員の各役職段階における女性職

員割合 課長級（保育士除く）

女性役職者の退職による数値変動かもしれないが、目標とするならば昨年より大きな数値で

ないとおかしいのでは？

令和7年度の目標値については、令和3年に同プランを策定した際に設定した数値です。今年

度策定する中間見直し版は、令和8年度から運用するものであり、令和7年度の目標値につ

いては、今回の見直しの対象外とさせていただきます。

人事課

42

番号なし（表中）

保育園定員数

保育園の目標定員数が下がるのは、市が打ち出している方針と逆行するのでは？

「日進市は保育環境が整備されているので日進市へ移住してください」と打ち出せないか？

次年度に保育する児童数が少なくなるという見解であれば仕方がないが、赤池プライムツリー

付近の開発状況から見れば、保育環境の必要者は今以上に増加するのでは？

市の策定する保育所等整備計画に基づく数値です。保育園の目標定員数が減少している主

な要因は、令和7年10月に保育所等整備計画を見直しており、令和7年度の数値について、

見直し前の旧の計画数値であること、また、見直し後の保育所等整備計画では、人口推計に

基づき、特に3歳以上の保育需要（保育園を必要とする人数）が漸減していくことを見込ん

でいることや公立保育園については、定員を少しずつ減少させその分を私立の施設（保育園

の他幼保連携型認定こども園、小規模保育事業所含む）に移行していく計画となっているこ

とです。

日進市における保育需要については市内全域の状況により見込んでいるため市全体としては

上記のとおり定員を漸減していく計画となっております。ただし、当面の保育需要が見込まれる

赤池地区等を重点整備地域として小規模保育事業所の公募を令和7年度内に実施しま

す。

いただいたご意見につきましては、今後の業務の参考とさせていただきます。

保育課

42
番号なし（表中）

放課後児童クラブ定員数

放課後児童クラブ定員数下がるのは、市が打ち出している方針と逆行するのでは？

以下、上記と同じ

令和7年3月に策定した第三期日進市子ども・子育て支援事業計画における目標値である

1,312人に変更します。

子育て支援

課
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